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　ロゴマーク制作者の寺﨑結菜さんへのイ
ンタビュー（P5）より、石岡市を一番感
じることができる場所を聞いたところ、レ
トロな街並み「看板建築」とお答えいただ
きました。今回の表紙は、看板建築と石岡
市ブランドメッセージロゴマークを組み合
わせてみました。

表紙題字　橘吉也 氏（寄席文字書家／石岡市在住）
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今月の表紙は
石岡市シティプロモーショ
ンロゴマーク
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　国の新型コロナウイルス対策が、５月８日に２
類から５類感染症へ変更となり、インフルエンザ
同様の対応に変わりました。市長としての３年間
前例のない対応は多岐に渡り、市民の皆さまにお
かれましても、大変な日常だったのではないで
しょうか。感染によりご家族を亡くされた方や、 
未だ後遺症に苦しんでおられる方もいらっしゃる
かと思います。コロナ禍が終息したわけではあり
ませんので、今後も状況を注視してまいります。
　市としてはこの期間に、変更せざるを得なかっ
た政策をもう一度検討し、確実に進めていきたい
と考えています。特に、地域医療計画においては、
こども休日診療窓口や、分娩が行える産科医療施
設の開設が目的の基金創設を行いました。
　今後も必要な医療体制
の整備に向け、近隣自治
体と連携しながら、行政
としてしっかり向き合っ
ていきたいと思います。

特集
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▲石岡市シティプロモーション
　ロゴマーク

　市民の皆さまが選んだブランドメッセージを活用し、シティ
プロモーションを推進するため、ロゴマークを作成しました。
　さまざまな場面でお使いいただけるロゴマークですので、ぜ
ひご利用ください。

石岡市ブランドメッセージ

ロゴマーロゴマーククができました

ブランドメッセージとは？ブランドメッセージとは？

　石岡市ブランドメッセージ「あなたの ○○ が
あるまち いしおか」は、市民懇談会と若手職員
にて考案された 5つの候補の中から、市民など
の投票により選ばれた本市の魅力を伝える石岡市
らしいメッセージです。ブランドメッセージの「○
○」の部分は、市のさまざまな魅力、無限大の可
能性をイメージ。メッセージを見た人自身が思う
言葉を当てはめ、石岡市の魅力を見つけて表現し
てほしいという願いが込められています。

ロゴマークに込められた意味ロゴマークに込められた意味

　ロゴマークは、全国から応募のあった 69点の
中から 1次選考を通過した 6作品でオンライン
投票を行い、最も多くの票を獲得した寺﨑結菜さ
んの作品です。
　石岡のおまつりを代表する幌獅子とブランド
メッセージをベースに、昭和レトロな街並みやイ
チゴ、柿などの特産品に加えて、市内で楽しめる
スカイスポーツ、サイクリングなどのイラストを
配置し、石岡市の魅力を表現しています。

問 秘書広聴課わがまち発信室
℡ 23-7275

現
在
ま
で
の
経
過

市
民
懇
談
会
と
若
手
職
員
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

１
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
総
選
挙
を
開

催
。
詳
し
く
は
、
こ
ち

ら
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
▼

２

特集特集
シティプロモーションシティプロモーション

わがまちを発信しよう。
石岡市では、市で暮らす人々自身が市の魅力を
知り、発信することによって、まちをより良く
するシティプロモーション活動を推進するた
め、石岡市シティプロモーション指針を策定し
ました。石岡で暮らす幸せとは、暮らしの楽し
さや豊かさを一緒に考えてみませんか。

本
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ロゴマークの基本的な考え方ロゴマークの基本的な考え方
使用料：無料
使用できる人：市民や法人・団体の皆さま
使用方法：市ホームページ内にあるデータをダウンロードしてご使用ください。
申請方法：原則不要（※営利目的の場合は必要）
営利目的で使用する場合の申請手続き：

ブランドメッセージはこんな使い方ができますブランドメッセージはこんな使い方ができます
例）あなたの　「なりたい自分」　があるまち　いしおか
あなたの　「チャレンジ」　があるまち　いしおか
あなたの　「帰る場所」　があるまち　いしおか
※「○○」の部分については、公序良俗の範囲内で自由に当てはめて改変し、使用することができます。

こんな場面で使えますこんな場面で使えます

項目 使用例

共通
ポスター、のぼり、パンフレット（広報紙・冊子・案内書など）、ホームペー
ジ、SNS、メール、写真、動画、手紙・はがき、封筒、名刺・名札など

町内会・自治会など 回覧板、町内会報など

学校 ポスター、プリントなど

商店・店舗 チラシ、メニュー、包装紙、看板など

企業 会社案内、社用車、備品など

商品 食品、衣料品、雑貨、文房具、シール、商品ラベルなど

▲市ホームペー
ジはこちらから

STEP
01

使用申請

STEP
02

審査

STEP
03

使用承認

STEP
04

商品等の
提供

STEP
05

使用

※使用期間は原則１年間となり、期間満了後は再度手続きを行う必要があります。
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Q
：
市
長
の
考
え
る
「
あ
な
た
の
○
○
が
あ
る
ま
ち
い
し

　
　
お
か
」
の
「
○
○
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
：
市
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
人
が
、
未
来
を
思
い
描
け
る
　

　
　
石
岡
市
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
特

　
　
に
、そ
う
思
っ
て
ほ
し
い
。そ
れ
が
市
長
と
し
て
の『
夢
』

　
　
で
す
。
よ
っ
て
「
あ
な
た
の
『
夢
』
が
あ
る
ま
ち
い

　
　
し
お
か
」
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
、
ど
の

　
　
よ
う
な
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
皆
さ
ま
に
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
っ
て
思
い
思
い
の「
○

　
　
○
」
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
見

　
　
抽
象
的
な
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

　
　「
あ
な
た
の
○
○
が
あ
る
ま
ち
い
し
お
か
」
に
具
体

　
　
的
な
言
葉
を
当
て
は
め
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
市
の
魅

　
　
力
を
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
皆

　
　
さ
ま
自
身
で
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
緒

　
　
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
ツ
ー

　
　
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

年齢：22歳（※）
住まい：静岡県焼津市
職業：デザイナー
（※受賞時の年齢でご紹介して
います。）

Q：受賞した感想をお聞かせください
A：こういった賞をいただくことは初めてだっ
　  たため、とてもうれしかったです。ありが
     とうございます。
Q：応募したきっかけはなんですか？
A：現在デザイナー（２年目）として働いてお
     り、スキルアップを目的として応募しまし
     た。石岡市はロゴマークを作ることになっ
     てから知った街ですが、おまつりやスカイ
     スポーツ、果物、レトロな街並みなど、調
     べれば調べるほど魅力があると感じました。
Q：寺﨑さんだったら、ロゴメッセージ「あな
      たの ○○ があるまち いしおか」の「○○」
      に何をいれますか？
A：都会と田舎の中間地点のイメージなので、
     住みやすいのではないかと考え「○○」に
     は「安心」を入れたいと思います。
Ｑ：今後ロゴマークを使った取り組みでどのよ
      うなことに期待しますか？
Ａ：獅子舞が印象的なデザインとなっているた
     め、石岡のおまつりのグッズや関連するブ
     ランドが展開されるとうれしいです。

ロゴマーク制作者
寺﨑結菜さん

市長市長
インタビューインタビュー

夢

5　広報いしおか　2023.6.1（No.424）



広報いしおか　2023.6.1（No.424）　6

豊
か
な
自
然
の
中
、
太
陽
の
光
を
浴
び
て
野
菜
と
と
も
に
成
長
す
る
。
　

　
今
、
石
岡
市
の
農
業
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
市
は
農
家
を
志
す
皆
さ
ん
と
と
も
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
有
機
野
菜
を
取
り
巻
く
市
の
現
状
と
有
機
栽
培
農
家
の
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

かぶかぶ レタスレタス たまねぎたまねぎ

問
　
農
政
課

℡
43
・
１
１
１
１

支

1. 化学肥料は使用しない。有機肥料 100％で栽培
2. 除草剤および土壌消毒剤は使用しない
3. 化学合成農薬は使用しない
4. 輪作・緑肥を重視する
5. ゲノム編集、遺伝子組み換えされた種子を使用しない

JAやさと有機栽培部会の有機野菜は…

➡つまり安心・安全に食べられる

このほかにきゅうり、ねぎ、にんじんなどの栽培も盛んです

ＪＡやさと有機栽培部会が
日本農業賞 集団組織の部で大賞を受賞NEWS!

▲ JAやさと有機栽培部会・部会長の田中宏昌さん（一番左）
と前部会長の岩瀬直孝さん（左から 3人目）

石岡市で生産されている有機野菜

　日本農業賞とは…？
NHKと JA 全中、JA 都道府県中央会が
主催の、日本農業の確立をめざして意欲的
に経営や技術の改革に取り組み、地域社会
の発展にも貢献している農業者と営農集団
に与えられる賞です。
　JA やさと有機栽培部会は、第 52 回日
本農業賞集団組織の部で大賞を受賞し、3
月 4日に表彰されました。

　JAやさと有機栽培部会ってなにがすごいの？
1997 年に発足した部会は、現在 30世帯で構成されており、全世帯が有機 JAS 認証を
取得しています。資源循環の意識を持って農業に取り組むとともに、平地が少なく大規模
農業の展開が難しい JAやさと管内において、付加価値の高い有機農業を推進しています。
　今回は、各部会員の独自性のある取り組み、県や市、生協などと提携した販路の拡大に
より販売収入を安定して増加させたこと、消費者との積極的な交流や食育への取り組みに
より地産地消を推進したことなども評価されています。
　また、JAやさとが開設した「ゆめファームやさと」は、1999 年の開設以降、毎年 1
組の夫婦を研修生として受け入れ、有機農業を目指す農業者の育成を行っています。

知
ら
れ
ざ
る
石
岡
の
農の

う

り

ょ

く力

特集

今が旬 !
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有
機
農
業
の
可
能
性
を
信
じ
て

常
に
努
力
を
続
け
る

Ｊ
Ａ
や
さ
と
有
機
栽
培
部
会　

鈴
木
央ひ

さ
し

さ
ん

　
鈴
木
央
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
や
さ
と
主
催
の

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
や
さ
と
」
に
て
研
修

課
程
を
終
了
し
た
の
は
平
成
26
年
。
そ

の
後
９
年
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
有

機
栽
培
部
会
の
会
員
と
し
て
有
機
農
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
鈴
木
さ
ん
が
管
理
し
て
い
る
圃ほ

じ
ょ
う場

は

３
ヶ
所
で
約
２
４
０
ア
ー
ル
。
ほ
ぼ
毎

日
、
い
ず
れ
か
の
圃
場
に
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
な
土
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
鈴
木
さ
ん
が
小
松
菜
の
栽
培
に
使
用

し
た
肥
料
は
、
も
み
殻
入
り
の
豚と

ん
ぷ
ん糞

か

ら
で
き
た
堆
肥
。
こ
れ
ら
の
有
機
肥
料

は
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
ウ
ム
な
ど
を

含
む
化
成
肥
料
と
比
較
し
て
一
酸
化
二

窒
素
の
排
出
を
抑
え
ら
れ
る
と
同
時

に
、
土
壌
で
炭
素
貯
留
（
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
・
固
定
）
も
で
き
る
た
め
、
温

暖
化
対
策
の
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、種
を
播
い
て
育
て
た
イ
ネ
科・

マ
メ
科
な
ど
の
植
物
そ
の
も
の
を
土
壌

に
す
き
込
み
使
用
す
る
「
緑り

ょ
く
ひ肥

」
と
い

う
植
物
由
来
の
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
「
健
康
な
野
菜
は
健
康
な
土
か
ら
」

　
丁
寧
に
土
づ
く
り
を
行
い
、
圃
場
を

可
能
な
限
り
自
然
に
近
い
状
態
に
保
つ

鈴
木
さ
ん
の
姿
勢
か
ら
は
、
有
機
農
業

に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。　

　

安
全
な
野
菜
を
届
け
る
た
め
に

　
鈴
木
さ
ん
は
野
菜
の
種
類
ご
と
に
使

用
す
る
肥
料
を
変
え
て
い
ま
す
。
収
穫

期
に
入
る
ま
で
、
そ
の
野
菜
に
動
物
由

来
・
植
物
由
来
い
ず
れ
の
肥
料
が
適
し

て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
た
め
、
肥
料

を
変
え
る
こ
と
は
大
き
な
賭
け
と
も
言

え
ま
す
。
今
年
は
ほ
う
れ
ん
草
の
栽
培

に
緑
肥
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
思
っ
た

よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
し
か
し
、
鈴
木
さ
ん
は
失
敗
に
く
じ

け
ず
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
す
。　

「
お
い
し
く
て
安
全
な
野
菜
が
届
け
ら

れ
る
よ
う
常
に
努
力
を
続
け
た
い
」

　
鈴
木
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。

▲もみ殻入りの豚糞を用いた堆肥
▲ジャガイモ畑に
　立つ鈴木央さん
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食
べ
て
く
れ
る
人
の

　
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

Ｊ
Ａ
や
さ
と
有
機
栽
培
部
会

渡
邉
拓た

く

み海
さ
ん
・
若わ

か

な菜
さ
ん
ご
夫
婦

　

農
業
研
修
施
設
で
あ
る
朝
日
里
山

フ
ァ
ー
ム
で
２
年
間
の
研
修
を
受
け
た

渡
邉
拓
海
さ
ん
・
若
菜
さ
ん
は
、
４
月

か
ら
有
機
栽
培
農
家
と
し
て
農
業
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
朝
日
里
山
フ
ァ
ー
ム
に
応

募
し
た
き
っ
か
け
は
、
若
菜
さ
ん
が
見

て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
。
大
学
の
園
芸
学

部
を
卒
業
し
た
２
人
で
す
が
、
生
家
が

農
家
で
な
か
っ
た
た
め
、
農
業
か
ら
は

離
れ
て
い
ま
し
た
。
偶
然
の
出
会
い
で

し
た
が
、
朝
日
里
山
フ
ァ
ー
ム
で
は
先

輩
農
家
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
実

践
的
な
知
識
や
技
術
が
学
べ
た
と
２
人

は
話
し
ま
す
。

わ
が
子
を
慈
し
む
よ
う
に

　
現
在
、
２
人
は
約
１
５
０
ア
ー
ル
の

圃
場
で
ピ
ー
マ
ン
、
き
ゅ
う
り
、
小
松

菜
、
ダ
イ
コ
ン
、
ネ
ギ
な
ど
多
品
目
の

野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
栽
培
方
法

は
そ
の
野
菜
に
応
じ
て
異
な
り
、
き
め

細
や
か
な
配
慮
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
早
い
時
期
に
種
を
播
い
た

短
ダ
イ
コ
ン
は
不
織
布
で
覆
い
、
寒
さ

か
ら
守
り
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
は
防
風

ネ
ッ
ト
で
風
か
ら
守
り
、
ネ
ギ
は
夏
を

越
す
た
め
に
白
い
ビ
ニ
ー
ル
で
熱
を
逃

し
ま
す
。

　
「
有
機
野
菜
は
袋
詰
め
ま
で
自
分
た

ち
で
行
い
ま
す
」
と
話
す
若
菜
さ
ん
は

愛
お
し
げ
に
野
菜
を
見
つ
め
ま
す
。

ど
ん
な
に
手
間
が
か
か
っ
て
も

　
除
草
剤
や
農
薬
は
使
用
で
き
な
い
の

が
有
機
農
業
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

渡
邉
さ
ん
も
無
農
薬
の
ワ
ラ
を
圃
場
の

通
路
に
敷
き
込
む
こ
と
で
草
が
生
え
る

こ
と
を
防
い
だ
り
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル

で
土
を
覆
い
、
太
陽
の
熱
で
土
中
の
殺

菌
・
殺
虫
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。　
　

　
地
道
で
手
間
の
か
か
る
作
業
の
多
い

有
機
農
業
で
す
が
、
拓
海
さ
ん
は
「
有

機
野
菜
の
良
さ
を
も
っ
と
消
費
者
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
一

念
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
が
育
て
た
有
機

野
菜
に
は
消
費
者
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▲ネギを栽培するビニール▲ジャガイモの苗と渡邉さんご夫婦
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【概要】
〇 JAやさと柿岡直売所
住所：柿岡3638-1　
電話：44-8310
〇 JAやさと里の四季
　園部直売所
住所：宮ケ崎472-2　
電話：46-6479

【2021 年】
有機きゅうり　382㎏　有機レタス　 72kg
【2022 年】
有機きゅうり　595kg   有機レタス　318kg
有機小松菜　　367㎏

有機野菜は
給食でも使われています !

おいしくて安全・安心な有機野菜を食べよう

JAやさと有機栽培部会の皆さんが生産した野菜は、
生協やスーパーなど様々な販路を通して消費者のもと
へ届けられています。
JAやさとの直売所では、部会の皆さんが生産した
季節ごとの新鮮な有機野菜が購入できます。

▲ JAやさと柿岡直売所

▲ JAやさと柿岡直売所内の有機野菜コーナー

▲やさと農業協同組合営農流通部 
　営農指導課の酒井健

たつろ う

朗さん

JAやさとと、有機栽培
部会のこれまでの取り
組みが全国的に大きく
評価されたことを大変
うれしく思っています。
今後も生産者を支援し
ていけるよう、JAと
して販売先の拡大に努
めていきます。

就
農
ま
で
は
、
大
き
く
以
下
の
流
れ
と
な
り
ま
す
。
段
階
を
踏
ん
で
、
就
農
に

つ
い
て
検
討
し
、
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

技
術
・
知
識
を
学
ぶ

技
術
・
知
識
を
学
ぶ
・
先
進
農
家
の
も
と
で
長
期
研
修

・
農
業
研
修
教
育
施
設　

な
ど

就
農
準
備

就
農
準
備

・
農
地
の
確
保　

・
資
金
の
確
保

・
青
年
等
就
農
計
画
の
作
成

・
施
設
、
機
械
の
購
入

イ
メ
ー
ジ
を
描
く

イ
メ
ー
ジ
を
描
く

・
自
分
で
農
業
経
営
か
、
農
業
法
人
へ
就
職
か

・
出
荷
か
、
直
売
か

・
家
族
主
体
か
、
人
を
雇
い
大
規
模
農
業
か

・
農
家
で
の
体
験
研
修

・
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

体
験
す
る

体
験
す
る

・
露
地
栽
培
、
施
設
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
な
ど

品
目
を
決
め
る

品
目
を
決
め
る

相
談
す
る

相
談
す
る

・
農
業
に
つ
い
て
情
報
収
集

・
農
業
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る

相
談
窓
口

■
市
農
政
課　

℡
43
・
１
１
１
１

就
農
ま
で
の
道
す
じ

就
農
ま
で
の
道
す
じ

農
業
に
興
味
を
持
っ
た
方
へ

農
業
に
興
味
を
持
っ
た
方
へ
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Pick Up!情報ネ ッ ト ワ ー ク
INFORMATION

引き続き市民の皆さんからの通報をお願いするとともに、今後も地域全体を
通して、違法行為を許さない取り組みを行っていきます。

　石岡市環境基本条例に基づき、地域の良好
な環境を保全するため、担当区域の巡視や不
法投棄の発生状況を監視する環境監視員を設
置しています。4月 1日時点で 27 人の環境
監視員が、中学校区ごとに担当エリアを決め
て、不法投棄のパトロールをしています。 
　環境監視員からの通報により、捨てられた
ごみを回収したり、不適切なごみの処分を
行っていた人に適切にごみを処分するよう指
導したりすることができました。

環境監視員が
あなたの地区を見回っています 

皆さんの通報がきっかけで
　　　　　　不法投棄が解決しました

問 生活環境課　℡  23-7301本

不法投棄に注意しましょう

　決められたルールを守らず、山林や原野に
ごみ（一般廃棄物・産業廃棄物）を捨てたり、
埋めたりすることは不法行為です。最近の不
法投棄は悪質・巧妙化しており、ごみの不法
投棄事例が多発しています。　
　昨年度では、市民の皆さまからの素早い通
報により、産業廃棄物の不法投棄とみられる
行為を止めたり、置かれたごみを撤去させた
りすることができました。

このようなときは連絡しましょう
･ 見慣れないトラック（ダンプ）が何台も　
　 通る
･ 穴を掘るための建設機械が置かれている 　
…など「何かおかしいな？」と感じたとき

▲川又地区の不法投棄の現場（44袋・解決済み）

▲柿岡地区の不法投棄の現場（83袋・解決済み）

クライシス監理官が
         市内を巡回しています

　市生活環境課には、警察OBがクライシ
ス監理官として２人所属しています。役割と
しては、市内を巡回して、ごみの不法投棄や
違法な盛土が行われていないかなどを監視を
しています。
　仮に、このような行為が
行われようとしていた際に
は、事情を直接聞き、違法
な行為であった場合、指導
をしています。 
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①市内に住所を有する者 
②市内に活動拠点を置く団体 
③その他市長が認める者

対
象
者

該
当
す
る
大
会

①国際大会：オリンピック、パラリンピッ
ク、世界選手権大会、ユニバーシアー
ド大会およびアジア競技大会 
②全国大会：国または公益財団法人日本
スポーツ協会もしくはその加盟団体 
が主催または共催する大会およびこれ
に準ずる大会など 

賞
揚
金
の
額

【全国大会】　　
・個人 一大会：10,000 円
　（当該年度内 2回まで） 
・団体 一大会：50,000 円
　（当該年度内 2回まで） 
【国際大会】　　
・個人 一大会：50,000 円
　（当該年度内 2回まで） 
・団体 一大会：250,000 円
　（当該年度内１回限り）

　 賞揚金の交付対象者は、大会などに出場する選手または団体で、当該大会に出場する
権利を獲得するための予選大会または選考を経て出場資格を得た者のうち、次のいずれか
に該当する者とします。

石岡市スポーツ全国大会出場賞揚金制度
スポーツを頑張るあなたへ

6月 10日土 午前8時30分～午後5時

臨時窓口を開設します
▶住民税の課税額が確定し、証明が必要な人が多くなる時期に合わせ、証明書交付の臨時
窓口を開設します。  

本庁：市民課・収納対策課
支所：市民窓口課

開設窓口

本問　市民課　℡23-7307

取扱業務
①住民票・戸籍・印鑑証明・市税などの証明書の交付（※普
通徴収は除く） 
②市税の納税相談・納付（本庁のみ） 
※対応業務が①・②に限られますので、ご注意ください。 

　スポーツ活動 を通して得られた全国大会・国際大会出場など、その功績をたたえ、出場
する選手個人および団体にお祝い金を交付します。 

問　スポーツ振興課　℡ 43-1111（内線1442）支
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情報ネ ッ ト ワ ー ク
INFORMATION

令
和
５
年
度
国
際
交
流
施
策

推
進
事
業
補
助
金

▼
市
で
は
、
地
域
社
会
の
国
際
化

に
寄
与
し
、
幅
広
い
分
野
に
お

け
る
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た

め
、
関
係
経
費
の
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
国
際
交
流
の
推
進
に
か

か
る
事
業
を
行
う
、
市
内
に

活
動
拠
点
を
置
く
非
営
利
の

民
間
団
体

補
助
金
額
／

①
外
国
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語

教
室
事
業
：
補
助
対
象
経
費
か

ら
事
業
収
入
を
差
し
引
い
た
額

の
全
額
。
限
度
額
20
万
円
。 

②
①
以
外
の
対
象
事
業
：
補
助
対

象
経
費
か
ら
事
業
収
入
を
差
し

引
い
た
額
の
50
％
以
内
で
、
１

事
業
に
つ
き
限
度
額
10
万
円
。

申
込
方
法
／
必
要
書
類
を
政
策
企
画

課
窓
口
へ
提
出
。
申
請
書
は
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

で
き
ま
す
▼

※
年
度
内
事
業
完
了
が
条
件
の
た

め
、
早
め
の
相
談
・
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
政
策
企
画
課

　
℡
23
・
７
２
７
７

く
ら
し
・
手
続
き

本石岡本庁舎　℡ 23-1111 ㈹
〒 315-8640　
　石岡市石岡一丁目 1 番地 1

支八郷総合支所　℡ 43-1111 ㈹
〒 315-0195　
　石岡市柿岡 5680 番地 1

開庁時間：月～金 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※水曜日は午後 7 時まで ( 一部業務のみ）

本

支

本

完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

▼
都
市
計
画
法
第
29
条
の
規
定

に
基
づ
く
開
発
許
可
を
受
け

た
人
は
、
工
事
が
完
了
し
た

と
き
に
市
長
に
完
了
届
を
提

出
し
、
完
了
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
検
査
済

証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

と
、
将
来
の
増
改
築
ま
た
は

用
途
の
変
更
な
ど
の
際
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
完
了
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問　
建
築
住
宅
指
導
課

　
℡
23
・
５
５
２
６

本
土
の
採
取
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

▼
市
内
で
土
の
掘
削
ま
た
は
切
り

取
り
を
す
る
際
、
そ
の
面
積
が

５
０
０
㎡
ま
た
は
採
取
す
る
土

の
量
が
５
０
０
㎥
以
上
と
な
る

場
合
は
、
土
採
取
事
業
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
建
築
住
宅
指
導
課

　
℡
23
・
５
５
２
６

本

家
や
建
物
を

新
築
・
改
築
す
る
人
へ

▼
市
で
は
、
道
路
後
退
用
地
の
分

筆
測
量
や
塀
な
ど
の
撤
去
に
対

す
る
助
成
制
度
を
設
け
、
後
退

用
地
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※
分
筆
測
量
や
塀
な
ど
の
撤
去
が

す
で
に
完
了
し
て
い
る
場
合
は

補
助
対
象
外

分
筆
測
量
補
助

　
後
退
用
地
の
分
筆
測
量
に
係
る

費
用
の
２
分
の
１
、
か
つ
20
万

円
を
限
度
に
補
助

既
存
塀
等
の
撤
去
補
助

　
後
退
用
地
内
に
あ
る
塀
や
植
栽

な
ど
の
撤
去
費
用
を
市
が
定
め

る
算
定
基
準
に
よ
り
補
助 

対
象
者
／
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る

土
地
の
所
有
者

申
請
方
法
／
協
議
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
関
係
書
類
を
添

え
て
申
請

※
協
議
書
の
様
式
や
そ
の
他
条
件

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
▼

問　
建
築
住
宅
指
導
課 

　
℡
23
・
５
５
２
６

本

緊 急 地 震 速 報 な
ど、防災情報がい
ち早く放送されま
す。申請は防災危
機管理課まで。
問防災危機管理課
　℡ 23-7284

防災ラジオ貸与申請はお済みですか？

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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く
ら
し
・
手
続
き

相

談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

※※料金の記載のないものは無料※※

健

康

お
し
ら
せ

自
治
会
等
集
会
施
設

運
営
補
助
金 

▼
自
治
会
な
ど
が
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
集
会
施
設
を
借
り

上
げ
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
額
／

　
集
会
施
設
借
り
上
げ
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
１
０
０
０
円
未

満
切
捨
）

上
限
金
額
／

　
月
額
２
万
５
０
０
０
円

必
要
書
類
／

　
自
治
会
等
集
会
施
設
運
営
補
助

金
交
付
申
請
書
・
規
約
・
役

員
等
名
簿
・
令
和
５
年
度
収

支
予
算
書
・
借
り
上
げ
る
建

築
物
の
写
真
と
位
置
図
・
賃

貸
借
契
約
書

申
請
条
件
／

①
区
域
内
に
公
民
館
類
似
施
設
建

築
補
助
金
を
受
け
て
い
る
施

設
が
な
い
こ
と

②
自
己
の
居
住
を
当
初
の
目
的
と

し
た
専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
場
所
／

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
補
助
金

対
象
者
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

国
土
交
通
省
の
安
全
基
準
に
適

合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

購
入
予
定
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

・
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
親
権
を

有
す
る　

・
妊
娠
中
で
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
そ

の
配
偶
者 

補
助
額
／
購
入
価
格
の
２
分
の

１
以
内 （
上
限
５
０
０
０
円
・

１
０
０
円
未
満
切
捨
） 

必
要
書
類
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
補
助
金
交
付
申
請
書 

・
母

子
健
康
手
帳
（
出
産
前
に
申
請

の
場
合
）・
購
入
予
定
の
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
価
格
（
税
込
） 

注
意
事
項
／
乳
幼
児
一
人
ま
た
は

母
子
健
康
手
帳
１
冊
に
つ
き
１

台
１
回
限
り

申
請
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
・
支
所
総
務
課

事
前
申
請

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

　
　
　
　
　

  

設
置
補
助
金

▼
自
治
会
な
ど
で
新
設
・
交
換
す

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
、
１
年
に

つ
き
各
地
区
10
灯
ま
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
額
／
設
置
費
の
２
分
の
１
以

内
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
）

上
限
金
額
／

①
既
存
の
電
柱
類
に
新
設

　
…
１
万
５
０
０
０
円

②
従
来
型
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
…
１
万
円 

③
既
存
の
柱
と
従
来
型
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
…
２
万
円

④
新
た
に
柱
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を

新
設
…
３
万
円

必
要
書
類
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

補
助
金
交
付
申
請
書
・
位
置

図
（
電
柱
番
号
記
入
）・
施
工

業
者
の
見
積
書
（
原
本
・
申
請

時
に
有
効
期
限
内
の
も
の
）

申
請
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
・
支
所
総
務
課

事
前
申
請

後
付
け
踏
み
間
違
い

　

  

防
止
装
置
整
備
補
助
金

対
象
者
／

・
満
70
歳
以
上
の
市
民

・
自
動
車
運
転
免
許
証
保
有
者

・
整
備
す
る
自
動
車
車
検
証
の
使

用
者
が
、
本
人
ま
た
は
同
一
住

所
の
家
族
で
あ
る
こ
と

※
営
利
用
の
車
両
へ
の
整
備
に
つ

い
て
は
対
象
外
で
す
。

対
象
／
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の

本
体
お
よ
び
そ
の
取
り
付
け

に
要
す
る
費
用

※
他
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い

る
費
用
は
除
く

補
助
額
／
購
入
価
格
の
２
分
の
１

以
内
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
）

上
限
金
額
／

障
害
物
検
知
機
能
付
き

２
万
５
０
０
０
円

障
害
物
検
知
機
能
な
し

１
万
５
０
０
０
円

必
要
書
類
／
踏
み
間
違
い
防
止

装
置
整
備
交
付
申
請
書
・
見

積
書
（
原
本
）・
車
検
証
（
写

し
）　・運
転
免
許
証
（
写
し
）

申
請
場
所
／

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

事
前
申
請

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　

℡
23
・
７
３
０
４

募

集

講
座
・
教
室
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２
８
０
０
円
）

　
８
月
分
：
６
０
０
０
円

延
長
保
育
利
用
料
／

　
事
前
登
録
１
０
０
０
円

　
突
発
利
用
４
０
０
円
／
回
（
月

１
６
０
０
円
が
限
度
）

閉
所
日
／
祝
祭
日
・
８
月
13
日
日

～
16
日
水

申
込
方
法
／
６
月
１
日
木
～
６
月

16
日
金
に
、
各
小
学
校
の
児
童

ク
ラ
ブ
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ

申
し
込
み
。

※
申
込
書
類
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
・

生
涯
学
習
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

注
意
事
項
／
土
曜
開
設
は
府
中
・

東
・
南
・
杉
並
・
園
部
・
柿

岡
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
み
。

府
中
・
南
・
恋
瀬
・
柿
岡
・

小
幡
・
小
桜
小
の
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
現
在
定
員
超

過
の
た
め
入
所
不
可
。
市
内

民
間
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入

所
も
併
せ
て
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
数
日
の
み
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
▼

問
　
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
１
４
７
２
）

本

支

く
ら
し
・
手
続
き

支
経
営
所
得
安
定
対
策

交
付
申
請
は
６
月
30
日
ま
で

▼
水
田
で
生
産
さ
れ
た
転
作
作

物
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば
を
販
売

す
る
場
合
、条
件
を
満
た
せ
ば
、

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
申
請
を
し
て
い
な
い
生
産

者
の
皆
さ
ん
は
、
６
月
30
日
金

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
農
政
課 （
内
線
１
１
５
４
）

夏
休
み
期
間
の

学
童
保
育
申
し
込
み

▼
夏
休
み（
７
月
21
日
～
８
月
31

日
）の
学
童
保
育
の
申
し
込
み

が
始
ま
り
ま
す
。

預
か
り
時
間
／
午
前
８
時
～
午
後

６
時
30
分
（
月
～
土
）

※
時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

延
長
保
育
／
午
前
７
時
30
分
～
８

時
、
午
後
６
時
30
分
～
７
時

※
延
長
保
育
料
が
か
か
り
ま
す
。

月
額
利
用
料
／

　
７
月
分
：
４
０
０
０
円

　
（
７
月
21
日
か
ら
の
場
合
は
、

日
割
り
で
４
０
０
円
×
７
日
＝

マ
ル
福
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
マ
ル
福
（
医
療
福
祉
費
支
給
）

制
度
は
、
保
険
で
病
院
な
ど
を

受
診
し
た
場
合
、
県
や
市
が
自

己
負
担
相
当
額
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
県
外
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
場
合
は
、
一
度
自
己

負
担
分
を
支
払
い
、
そ
の
後
、

市
役
所
窓
口
で
払
い
戻
し
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
／
①
妊
産
婦

②
小
児
（
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
）

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で

③
ひ
と
り
親
家
庭
（
18
歳
未
満
の

児
童
な
ど
を
養
育
し
て
い
る
父

母
な
ど
）

④
重
度
心
身
障
が
い
者

※
①
・
②
は
、
県
の
所
得
制
限
を

超
え
て
い
る
場
合
で
も
市
の
独

自
事
業
と
し
て
同
様
の
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

自
己
負
担
額
／

・
外
来
…
１
日
６
０
０
円
ま
で
。

月
２
回
を
限
度
（
１
医
療
機
関

ご
と
）

・
入
院
…
１
日
３
０
０
円
ま
で
。

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ  

                 

大
会
参
加
者

▼
９
月
に
開
催
予
定
の
令
和
５
年

度
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
「
団
体
競
技
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
」
へ
の
参
加

希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
▼

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会

　
℡
０
２
９・３
０
１・３
３
７
５

月
３
０
０
０
円
を
限
度
（
１
医

療
機
関
ご
と
）

※
重
度
心
身
障
が
い
者
は
外
来
・
入

院
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
助
成
の
対
象
は
、
保
険
適
用
分

で
す
。
保
険
外
負
担
や
、
食
事

療
養
費
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

注
意
事
項
／
妊
産
婦
で
県
の
所
得

制
限
を
超
え
て
い
る
人
（
特
例

妊
産
婦
）
は
、
支
払
い
後
に
、

市
役
所
で
払
い
戻
し
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
保
険
年
金
課

　
℡
23
・
７
３
１
８
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し

※※料金の記載のないものは無料※※

く
ら
し
・
手
続
き

相

談

相

談

募

集

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

健

康

お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険

　

  
運
営
協
議
会
委
員

任
期
／
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
令
和

７
年
11
月
30
日
ま
で 

報
酬
／
日
額
５
８
０
０
円

応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
石
岡
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
満
18
歳
以
上
74
歳
以
下
の

人
。
ま
た
、
平
日
開
催
す
る

会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

※
市
議
会
議
員
、
市
監
査
委
員
、

常
勤
の
公
務
員
は
除
く
。 

募
集
人
数
／
１
人 

応
募
期
限
／
６
月
22
日
木

応
募
方
法
／
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

険
年
金
課
窓
口
ま
で
持
参
す

る
か
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
▼

問　
保
険
年
金
課

   

℡
23
・５
５
５
７

　          

FAX 

23
・
９
８
１
７

　nenkin@
city.ishioka.lg.jp

本

支
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ひ
ま
わ
り
の
館
で
学
ぼ
う

①
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
体
験

教
室

日
時
／
７
月
４
日
火
～
９
月
29
日

金
の
火
（
10
回
）・
水
（
10
回
）・

金
（
13
回
）  

①
午
後
１
時
15
分
～
１
時
55
分

②
午
後
２
時
15
分
～
２
時
55
分

※
①
・
②
は
同
じ
内
容

定
員
／
各
回
25
人

講
師
／
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
会

②
み
ん
な
の

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

▼
楽
し
く
プ
レ
イ
し
て
日
々
の
楽

し
み
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
７
月
７
・
11
日
・
８
月
４
・

22
日
・
９
月
１
・
12
日
（
火
金
・

全
６
回
） 

午
前
９
時
～
11
時 

定
員
／
50
人

講
師
／
Ｔ
Ｂ
Ｇ
認
定
指
導
員
有
資

格
者

③
室
内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時
／
７
月
13
日
・
８
月
10
日
・

９
月
14
日
（
木
・
全
３
回
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

定
員
／
25
人

講
師
／
石
岡
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室

④
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

▼
汗
を
か
い
て
ス
ト
レ
ス
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
７
月
19
・
26
日
、
８
月

２・９
・
23
・
30
日 

・
９
月
６
・

13
・
20
・
27
日 （
水
・
全
10
回
）

　
午
後
４
時
～
５
時

定
員
／
30
人

講
師
／
佐
藤
直
子 

氏

対
象
者
／
運
動
制
限
の
な
い
70
歳

以
下
の
人

⑤
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
運
動
個
別
指
導
）

▼
一
人
一
人
に
合
っ
た
運
動
方

法
、
目
的
に
応
じ
て
運
動
指
導

員
が
１
対
１
の
個
別
指
導
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
／ 

７
月
４
日
火
～
28
日
金

の
火
水
木
金
で
、
午
前
10
時
～

正
午
ま
た
は
午
後
２
時
～
４

時
の
う
ち
、
30
分
～
１
時
間
の

指
導
を
週
１
回

定
員
／
８
人
（
午
前
１
人
・
午
後

１
人
で
１
日
２
人
）

講
師
／
ひ
ま
わ
り
の
館
運
動
指

導
員

共
通
事
項 

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

申
込
方
法
／
６
月
１
日
木
～
15
日

木
に
電
話
で
申
し
込
み

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

の
館
（
月
曜
休
館
）

　
℡
35
・
１
１
２
６

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
未
経
験
者
で
も
楽
し
み
な
が
ら

練
習
で
き
ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
の

貸
し
出
し
あ
り
。

日
時
／
６
月
25
日
・
７
月
２
・

９
・
16
・
23
・
30
日
・
８
月
６

日
（
日
・
全
７
回
）

※
予
備
日
８
月
20
日
日

場
所
／
柏
原
野
球
公
園
内
テ
ニ

ス
場

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
保
険
代

込
み
）

対
象
者
／
市
内
在
学
の
小
学
４
年

生
か
ら
在
住
在
勤
の
一
般
成
人

定
員
／
50
人

申
込
方
法
／
６
月
３
日
土
～
18
日

日
に
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
・

八
郷
総
合
運
動
公
園
（
ど
ち
ら

も
月
曜
休
館
）
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
平
日
の
み
）
へ
参

加
料
を
添
え
て
申
し
込
み

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
（
内
線
１
４
４
３
）

募

集
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相

談

本

税
理
士
に
よ
る

　
　
　
　

  

無
料
税
務
相
談

日
時
／
６
月
６
・
13
・
20
日
（
火
）

場
所
／
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

日
時
／
６
月
11
日
日

　
午
後
１
時
～
４
時

受
付
電
話
番
号
／

　
℡
０
２
９・８
２
３・７
９
３
０

相
談
員
／
歯
科
医
師
（
６
人
）

問
（
一
社
）
茨
城
県
保
険
医
協
会

　
℡
０
２
９・８
２
３・７
９
３
０

行
政
書
士
に
よ
る無

料
相
談
会

日
時
／
６
月
17
日
土

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
許
可

申
請
、
農
地
関
連
手
続
き
な
ど

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
要
予
約

問
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

　
℡
43
・
０
５
３
６
（
若
山
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

専
門
家
に
よ
る
相
談

日
時
／
6
月
15
日
木

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
人

相
談
員
／
安
藤
司
法
書
士

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
予
約

問
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
℡
22
・
２
４
１
１

健

康

支
部

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
予
約

問
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

　
℡
０
２
９・８
２
４・５
０
５
５

お
し
ら
せ

６
月
15
日
木

緊
急
地
震
速
報
訓
練

▼
大
地
震
な
ど
の
非
常
事
態
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
緊
急

地
震
速
報
訓
練
を
全
国
一
斉
に

行
い
ま
す
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
や
防
災
無
線
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
訓
練
放
送

が
流
れ
ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

試
験
日
時
／

聞
き
直
し
対
象

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

▼
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
子
育
て
世
帯
を
対

象
に
給
付
金
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

支
給
額
／
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

５
万
円

支
給
対
象
者
／

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
） 

　
①
公
的
年
金
な
ど（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災

年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受

給
し
て
お
り
、
令
和
５
年
３
月

分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
人 

　
②
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
、
令
和
５
年
１
月

１
日
以
降
の
家
計
が
急
変
し
、

収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
者
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て

い
る
人

※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
▼

低
所
得
ふ
た
り
親
世
帯
支
援
給
付
金 

①
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点

で
18
歳
未
満
（
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
で
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
父
母
（
令
和
５

年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
２

月
29
日
生
ま
れ
の
新
生
児
を

養
育
す
る
場
合
も
含
む
） 

　

②
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
、
令
和
５
年

１
月
１
日
以
降
の
家
計
が
急

変
し
、
住
民
税
均
等
割
非
課

税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
人

※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
▼

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
、
こ
ど
も
福
祉

課
窓
口
へ
提
出

申
請
期
限
／
令
和
６
年
２
月
29
日
木

問　
こ
ど
も
福
祉
課

　
℡
23
・
７
３
３
１

　
６
月
15
日
木　
午
前
10
時
～

放
送
内
容
／
「
緊
急
地
震
速
報
、

大
地
震
で
す
」

※
緊
急
地
震
速
報
の
チ
ャ
イ
ム
音

も
流
れ
ま
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は
／

　

国
民
保
護
情
報
、
特
別
警
報
、

緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
緊
急
情

報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。  

問　
防
災
危
機
管
理
課

　
℡
23
・
７
２
８
４ 

本

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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相

談

募

集

講
座
・
教
室

▶令和５年春開始接種を市内接種協力医療機関にて実施しています。
接種対象者：初回接種を終了し、最終接種から３ヵ月以上経過した次のいずれかに該当する人
　①高齢者（65 歳以上） 
　②基礎疾患を有する方（５～ 64 歳）
　③医療従事者・介護従事者など（65 歳未満） 
※令和４年度に基礎疾患の申請をしていない人・医療従事者・介護従事者で接種を希望する人
　は接種券発行の事前申請が必要です。
※令和５年春開始接種の対象にならない人は、「令和５年秋開始接種（９月以降開始）」の対象
　となる予定です。
問市新型コロナワクチンコールセンター　℡ 56-6066

健

康

お
し
ら
せ

検診項目 対象年齢 個人負担金
子宮頸がん検診（細胞診） 20 歳以上 1,500 円

乳
が
ん
検
診

超音波
（エコー） 30 ～ 65 歳 1,000 円

マンモグラフィ
２方向 40 ～ 49 歳 1,500 円

マンモグラフィ
１方向 50 歳以上 1,000 円

日にち：８月 25 日金・26 日土・28 日月・29 日火
　　　　９月 14 日木・15 日金
場　所：（８月）石岡保健センター（９月）八郷保健センター
申込方法：①健診予約センターへ電話
　受付電話番号：℡ 0570-077-150
　受付日時：６月 23 日金・26 日月～ 28 日水
　　午前９時～午後５時

② Web 予約サービス
　受付日時：６月 22 日木午前９時～６月 28 日水
　二次元コードから申し込みください▶
※６月 29 日木以降は八郷保健センターまでご連絡ください。

子宮がん・乳がん集団検診 問八郷保健センター ℡ 43-6655

※ 40 歳以上の人は大腸がん検
診（便潜血検査２日法・500
円）も同日に受診できます。

※ 70 歳以上の人は無料。
※マンモグラフィは２年に１度

の検査となります。
※生活保護の人や世帯員全員非

課税の人などの要件に該当す
る人は、事前申請により、負
担金が免除になります。

※ 66 歳以上の人は乳がんの超
音波（エコー）を集団検診で
は受けることができません。
医療機関検診で受けることが
できますので、こ
ちらからご確認く
ださい▶

健康情報 新型コロナワクチン「令和 5年春開始接種」

募

集

講
座
・
教
室

広 告 掲 載 欄



          

広報いしおか　2023.6.1（No.424）　18

情報ネ ッ ト ワ ー ク
INFORMATION

※「市長と語ろう会」の参加団体を募集しています。詳しくは秘書広聴課（℡ 23-7274）まで。

団体：石岡市内郵便局
開催日：３月 22 日　参加者：15 人
テーマ：石岡市と市内郵便局との連携
参加者から出た意見
・都内で行うイベント開催時には「観光マイスター」的な人がいれば、市の魅力をおもて

なしの心を持って伝えてくれる。また、移住に関するブースがあれば、興味を持ってく
れるきっかけとなる。

・包括連携事業のうち、認知症が疑われる際の情報提供については、市へ相談する際の基
準があると良い。 

・月２回発行している市報であるが、配布に手間がかかり、また班に入らない人が多く情
報が広く行きわたっていない。発行回数を月１回にして、郵送にて全戸配布している行
政もあるので、検討してほしい。 

市長と語ろう会
シリーズ 26

団体：葦穂地区区長会
開催日：３月 25 日　参加者：25 人
テーマ：安全安心の地域づくりと地域の活

性化 
参加者から出た意見
・県道石岡筑西線で、柿岡へ行く道路に、高齢者がセニアカーを安全に乗るための歩道が

あると良い。
・仮称）上曽トンネルとフルーツラインの十字路で事故が多い。信号機設置についての要

望書を出しているので、早急に対応してほしい。 
・道路整備の基準・順位を明確化するために、地区からの要望箇所の場所や写真を公表し

て、市民の理解を得られるように情報を開示してはどうか。
・雪村（画家）の絵が八郷地区にあると聞いた。とても貴重な作品であるので市としてぜ

ひ活用してはどうか。  

シリーズ 27

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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集
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相

談

相

談

募

集

『高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥イン
フルエンザ発生時の防疫作業に関する協定』は石
岡市とかすみがうら市の両市にまたがる大規模農
場において、鳥インフルエンザが発生した場合に
迅速かつ的確な防疫対応を実施することを目的と
しています。この協定を締結したことにより、①
防疫支援センターにおける作業　②発生地サポー
ト拠点における作業　③発生地における作業等の
相互支援の実施の 3つが可能となりました。

鳥インフルエンザ発生時の
防疫作業に関する協定を締結

　３月18日、市内で活動するボランティアで構
成する「石岡市ボランティア連絡協議会（当時会長：
井坂日出代、13団体245人）」が、トルコ・シリ
アで発生した大地震で住み家を失った被災者の支
援や復興に役立てて欲しいという気持ちから、会
員に呼びかけ97,090円を集めました。
　救援金は井坂会長から谷島市長へ直接手渡され、
市を通じて日本赤十字社に寄付される予定です。
主に、復興支援などに活かされます。

市ボランティア連絡協議会
が地震救援金を寄付

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

第
７
回
石
岡
ア
ー
ト
協
会
展

▼
会
員
展
を
３
期
に
分
け
て
開
催

し
ま
す
。
会
員
の
制
作
活
動

の
成
果
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
会
員
は
随
時
募
集
中
で

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

第
１
期　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻

日
に
ち
／
６
月
13
日
火
～
18
日
日

第
２
期　
工
芸
美
術
・
書

日
に
ち
／
６
月
20
日
火
～
25
日
日

第
３
期　
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

日
に
ち
／

　
　
６
月
27
日
火
～
７
月
２
日
日

共
通

時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
１
階
郷
の
風

問
石
岡
ア
ー
ト
協
会
事
務
局

　
℡
24
・
１
３
１
１
（
大
久
保
）

募

集

講
座
・
教
室
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も
、
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
子
に
育
っ
て
欲
し
い
。 

そ
の
た
め
に
親
が
で
き
る
こ
と

は
？
頑
張
れ
る
力
を
引
き
出

す
、
関
わ
り
方
の
ヒ
ン
ト
が
満

載
の
講
座
で
す
。

日
時
／
６
月
28
日
水　
午
前
10
時

～
11
時
30
分
（
受
付
開
始
：
午

前
９
時
40
分
～
）

場
所
／
小
美
玉
市
四
季
文
化
館
み

の
～
れ

対
象
／
乳
幼
児
か
ら
思
春
期
の
お

子
さ
ん
の
保
護
者

定
員
／
50
人

　
（
要
予
約
／
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
／
６
月
27
日
火
ま
で

に
申
込
専
用

フ
ォ
ー
ム
よ
り

申
し
込
み
▼

問
（
公
社
）
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育

振
興
協
会
（
織
田
）

℡
０
８
０・２
０
３
９・６
６
５
０

※※料金の記載のないものは無料※※

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

元
気
い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
就
職

面
接
会
（
水
戸
会
場
）
開
催

▼
中
高
年
離
転
職
者
（
概
ね
５
０

歳
以
上
）
の
シ
ニ
ア
世
代
の
方

を
対
象
に
、
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。
複
数
の
企
業

の
人
事
担
当
者
と
直
接
お
会
い

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
９
日
金

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所
／
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
３
階
３
０
１
会
議
室
（
水

戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
41
）

問
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
９・３
０
０・１
９
１
６

親
子
で
楽
し
む
ジ
オ
ツ
ア
ー

古
代
か
ら
自
然
と
人
を
つ
な

い
だ
八
郷
盆
地
を
探
検
！

▼
石
岡
の
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を

親
子
で
歩
い
て
再
発
見
す
る
ジ

子
ど
も
の
心
に自

身
を
育
て
る

▼
～
関
わ
り
方
で
子
ど
も
は
変
わ

る
～
自
分
を
信
じ
、
失
敗
し
て

オ
ツ
ア
ー
。
石
岡
ジ
オ
の
会
の

ガ
イ
ド
の
も
と
、
八
郷
盆
地
の

川
の
流
れ
や
古
墳
な
ど
を
観
察

し
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

　
（
ツ
ア
ー
距
離 

約
５
キ
ロ
）

日
時
／
７
月
８
日
土

　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
集
合
解
散

対
象
／
石
岡
市
内
の
小
学
校
に
通

学
す
る
児
童
と
そ
の
保
護
者

定
員
／
30
人
（
15
組
）

※
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法
／
６
月
５
日
月
か
ら
20

日
火
ま
で
に
、
小
学
校
か
ら
配

布
さ
れ
る
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
る
申
込
専
用

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
に
て

申
し
込
み 

※
電
話
の
場
合
は
、
申
込
期
間
中

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

問　
文
化
振
興
課

　
（
内
線
１
４
５
２
）

第
57
回
茨
城
支
部
大
会

　

  

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
会

日
時
／
6
月
11
日
日
午
後
１
時
～

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

内
容
／
講
演
会
「
ま
だ
ま
だ
進
化

し
続
け
る
リ
ウ
マ
チ
治
療
」、

医
療
相
談
（
要
予
約
）、
自
由

参
加
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
要

参
加
費
）

会
場
参
加

場
所
／
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
大
講
座
室

申
込
方
法
／
電
話
も
し
く
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
。
二
次
元

コ
ー
ド
よ
り
ご
参

加
く
だ
さ
い
▼

問
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

        　
　
　
茨
城
支
部
（
曾
澤
）

　
℡ 

０
９
０・４
３
８
３・９
２
３
８

　
℡
０
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・
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５       

✉ibaraki.rium
achi@
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ail.com

支

二次元コードを
読み込み、簡単
友だち登録▶
問　秘書広聴課わがま
ち発信室  ℡ 23-7275

石岡市公式 LINE
＼友だち登録募集中／

本

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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石岡セレクト認証品
みんなで知ろう！広めよう！

木内酒造株式会社
　木内酒造では、厳選された原材料を
使用し、こだわりの酒類を提供してい
ます。
　今回石岡セレクト認証品に認定され
た「日の丸ジン 蔵風土」は茨城県産
のふくれみかんや米焼酎を調合し、製
造することによって和風な味わいを感
じることができます。
　また「日の丸ウイスキー」は 2016
年に蒸溜を開始し、2020 年に完成し
た八郷蒸溜所で、本格的な生産を開始
しました。八郷蒸溜所では日々蒸溜を
行い、じっくりと熟成を重ね、出荷を
待つ原酒が 1000 樽以上貯蔵されてい
ます。今後の販売化に期待です。
【概要】木内酒造株式会社
住所：須釜 1300-8（八郷蒸溜所）　
電話：029-212-5111

●ハンドメイドワークショップ「姫ねこさん
のカラーサンドアート」
▶好きな容器にカラフルな
　砂を重ねて色の層を作り
　ます。
日時：６月 17 日土
　午前 10 時～午後３時
参加費：800 円～
※詳細はお問い合わせくだ
　さい。　　　　　
●わんにゃんキッズ（育児サークル）
日時：６月 13 日火　午前 10 時 30 分～
対象：未就園児（0~4 歳）
●パソコン教室「仲間とワハハで脳活ＯＫ」
日時：６月５日・19 日（月）
　①午前 10 時～正午　②午後 1 時～ 3 時

　③午後 3 時～ 5 時
資料代：500 円　
●第サン・ド曜日の市「サンド市」
日時：６月 17 日土　午前 11 時～午後 3 時
●６月のコミュニティ
まちかどバザール
日時：６月７日水　午前 10 時～
折り紙教室
日時：６月 24 日土  午後 1 時 30 分～ 3 時

問まちかど情報センター（木曜休館）
住所：国府 3-1-16　電話：27-5171
開館時間：午前 9 時～午後 7 時
※状況によって変更・中止または休館

になる場合があります。

問商工観光課　℡ 23-7741

▲熟成中のウイスキー樽を見学
させてもらいました。

▲八郷蒸溜所を見学した後に試
飲を楽しむことができます。

＼木内酒造の石岡セレクト認証品はこちら／

▶八郷蒸溜所内にビジターセンターを建設中です。完成
　すればお土産屋さんが併設される予定です。

ジンはソーダ割、ウイス
キーはストレートもしく
はロックがおすすめです。

日の丸ウイスキー
日の丸ジン 蔵風土

今月号の読者プレゼント
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▲石岡セレクト認証品
についてはこちら



広報いしおか　2023.6.1（No.424）　22

石岡市の子育て情報をお届けします！

sinai 

4 月 11 日、第 77 回入学式が行われました。３年ぶりに全校児童が参加して、新入生を迎えること
ができました。新入生は、担任の先生の呼名に大きな声で返事をしたり、教科書給与で「ありがとうご
ざいます」とお礼を言ったりなど、礼儀正しい態度で式に参加することができました。これからは２年
生から６年生のお兄さんお姉さんとともに、元気に生活していきます。

市内小中学校の取り組みをご紹介

南小学校南小学校 全員参加の入学式全員参加の入学式 林小学校

児童手当の制度について　問こども福祉課　℡ 23-7331

▶これまで、児童手当を受けている人は毎年６月
に児童手当現況届の提出が必要でしたが、令和
４年度から、原則不要になりました。原則不要になりました。
※提出が必要な人には個別に案内を送付します。
❶離婚協議中であり配偶者と別居している人 
❷実子以外の児童を養育している人　など

▶以下の場合は届出が必要です
❶児童を養育しなくなった場合
❷受給者が他の市町村や海外へ転出した場合
❸受給者と別居している配偶者や児童が、住所を
変更した場合
❹受給者が婚姻や離婚した場合
❺３歳未満の児童を養育する人が、加入している

２．変更届の提出　

１. 現況届の省略 年金が変わった場合
　（会社を退職して国民年金に加入した場合・国民
年金に加入していたが会社に就職して厚生年金に
加入した場合　など） 

❻受給者が公務員になったとき 

３．所得制限について
▶児童手当には、所得制限があり、受給者の所得が
一定の額以上の場合、児童手当・特例給付は支給
されません。 

　所得上限限度額を超過したことにより、現在児童
手当・特例給付が支給されていない人のうち、令
和５年度（令和４年分）所得が所得上限限度額を
下回った人は、改めて申請の手続きが必要です。 

　詳しくはこども福祉課へお問い合わ
せ、または市ホームページをご確認く
ださい▶
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問消費生活センター（市役所本庁舎内）℡ 22-2950
受付時間／月～金（木曜日を除く）

午前10時～正午・午後１時～４時30分
消費生活ホットライン

報酬がもらえる「受取代行」「荷物転送」にご注意‼ 
トナーを募集しているショップを教えられた。
ショップからは「商品を仕入れクライアントに転
送する仕事で、初期費用はなく商品代金の10％を
支払う」との連絡が来た。身分証明書を送り、仕
事を始めたが報酬がもらえない。
 【アドバイス】
・消費者はアルバイトのつもりでも、業者は手に入
れた運転免許証や健康保険証などを使い、消費者名
義で携帯電話やゲーム機などを契約します。消費者
の名義で不正に契約された携帯電話が、犯罪に使用
される可能性もあります。 
・業者から費用負担はないと説明されていても、携
帯電話会社や販売会社から解約料や商品代金などの
請求を受ける恐れがあります。 
・「荷受代行」「荷物転送」は絶対にしないでくだ
さい。顔の見えない相手に身分証明書や銀行口座な
どの個人情報を安易に伝えないようにしましょう。

　全国の消費生活センターには、送られてきた荷
物を指定された住所に転送するだけで報酬がもら
えるというアルバイトをして、トラブルに巻き込
まれたという相談が多く寄せられています。
【事例１】
　SNSで知り合った人から、荷物の受け取り代行
のアルバイトを紹介された。自宅に携帯電話やサ
プリメントなどの商品が届いたら、指定の住所に
転送するだけで報酬がもらえるとのことだった。
教えられた申し込み先に連絡す
ると、担当者から、アルバイト
の登録をするために運転免許証
などの身分証明書を撮って送る
よう指示されたが心配。
【事例２】
　スキマ時間で簡単に小遣い稼ぎができるアプ
リを見つけ連絡をしたところ、在宅ワークパー

　 　 「豚しゃぶサラダ」

①鍋に水を入れて加熱し沸騰直前で火を止め、豚肉
を入れて火を通し、水を切っておく。 
②トマトは厚さ５㎜の半月切りにする。新玉ねぎは
薄切りにし、水にさらす。
③器に②のトマトと新玉ねぎ、①の豚肉を順に盛り
付け、きゅうりをすりおろしてのせる。
④Aを合わせてドレッシングを作り、③にかける。
（1人分：エネルギー 328kcal　食塩相当量 1.4 ｇ） 

作り方

point!

☆冷凍きゅうりを作り凍ったまま削って使うと、冷たくてお
いしいです。
～冷凍きゅうりの作り方～ 
きゅうりを洗って水けをふき取り、１本ずつラップに包んで
冷凍用保存袋に入れて冷凍する。 

Ａ

梅干し（たたく）
ポン酢
ごま油
いりごま（白）

1個
大さじ１
小さじ１
小さじ１

材料（２人分）
豚バラ肉（しゃぶしゃぶ用）
トマト
きゅうり
新玉ねぎ

150g
1 個
1/2 本
1/4 個



問中央図書館　℡ 24-1507
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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※
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ふ
る
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と
歴
史
館
第
32
回
企
画
展

「
鹿
の
子
遺
跡
群
―
古
代
の
巨
大
鍛
冶
工
房
―
」

期
間
／
７
月
２
日
日
ま
で
開
催
中

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

シリーズ211

「黒書土器『新』」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

【６月の休館日】
５日月・12日月・19日月・26日月・29日木（整
理休館日）
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
３日土 おはなし玉手箱
８日木 ひよこのおはなしかい
17日土 むかしむかしのおはなし会
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
10日土 おはなしフレンズ

貸出冊数の期間と変更について

▶令和５年度から、新型コロナウィルス感染
対策の緩和により、図書などの貸出冊数と
期間が従来に戻ります。
返却ポストは休館日と夜間のみ開けていま
す。開館時はカウンターへお返しください。

「他人の家」　ソン・ウォンビョン／著
「はやく一人になりたい」　成田奈緒子／著
「神無島のウラ」　あさのあつこ／著
「銀座に住むのはまだ早い」　小野寺史宣／著
「おやじはニーチェ」　高橋秀美／著
「副業をはじめたいんですけど税金ってどうしたらいい
ですか？」　福島宏和／著
「農家が教える野菜の収穫・保存・料理」　田中久美子／著

種類 貸出冊数 貸出期間

図書 10点まで

14日以内
紙芝居 ２点まで

雑誌 ５点まで

CD・DVD あわせて２点まで

部屋にこもりがちな時におすすめの本
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）
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崎
）

醍
醐　
正
夫
（
東
大
橋
）

坂
下　
蜻
蛉
（
国
府
）
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倶
耶
姫
（
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）
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塚　
芳
華
（
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岡
）
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）
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夫
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）
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華
（
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）
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）
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）
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幡
）

　バレーボールは知ってるが、ソフト・・？
と思われる人も多いのではないでしょう
か。ボールはゴムで柔らかくて、ネット
も大人が手を挙げれば手首まで出る高さ、
コートもバトミントンの広さで、基本的な
ルールはバレーボールと同じですが、１
チーム４人でプレーします。各チームは市
内の施設で毎週練習し、日頃の練習の成果
を発揮する場として、春季大会と秋季大会
を毎年開催しています。
　最近スポーツで汗をかくことも少なく、
健康のために何かしようと考えている同志
でのチームの参加も受け付けています。
　大会では市内外から 20チーム前後の参

加があり、一つのボールをコートに落とす
まいと夢中で追いかけ、チームプレーの楽
しさを存分に味わうことができます。
問ソフトバレーボール部
℡ 090-1038-3611（色川）

「ソフトバレーボール部」
第８回

スポーツ協会だより



広報いしおか　2023.6.1（No.424）　26

まちの話題まちの話題
※受賞時の学年でご紹介しています。

　日本郵便が主催する、第 55回手紙作文コンクー
ル絵手紙部門の小学校１～３年生の部門で、杉並小
学校１年生の飯田天晴さんが日本郵便賞を受賞しま
した。受賞した作品は、おじいちゃんの家で将棋倒
しをして、遊んだことがきっかけで作成したとのこ
とです。挑戦心あふれる絵手紙は、「今度は絶対負
けないぞ！」という意気込みを感じるとともに、お
じいちゃんとの楽しい時間が良い思い出となってい
ることが伝わってきました。

「じいじ つぎはまけないよ！」
杉並小学校の飯田天

た か は る

晴さん
手紙作文コンクールで受賞

▲普段からおじいちゃんと仲良しの天晴さん。将棋崩しの他にも、
トランプや、飼い猫と遊びながら時間を過ごしているそうです。

自然の中で木のぬくもりを感じる
つくばねオートキャンプ場に
木製テーブルなどが寄贈

▲つくばねオートキャンプ場にて木製品の寄贈を受ける谷島市長
（左）と農林中央金庫の岩崎哲也 茨城県担当部長

　茨城県森林組合連合会と農林中央金庫から寄贈さ
れた木製テーブル、ベンチ、料理へらは国産の木材
を利用しています。農林中央金庫は、これまでも国
産材の利用拡大活動を進めており、約8年にわたり
茨城県植物園、水戸市森林公園、道の駅かさまなど
に、国産材ベンチなどの寄贈を行ってきました。寄
贈式において農林中央金庫の岩崎哲也 茨城県担当部
長は「国産材のぬくもりと、使うほどに味わいが出
てくる良さを知ってもらいたい」と述べられました。

　4月3日に行われた第15回県ジュニアオープン選
手権高校女子の部で優勝した倉持さんは、ゴルフに集
中できる環境が整った開志国際高校（新潟県胎内市）
で寮生活を送っています。「地元での大会で両親に良
い報告をしたかった」と話す倉持さん。曲がる癖がな
い安定したドライバーとパットなどの大事な場面で落
ち着いてプレーできることが強みです。さらなる活躍
に向けて「飛距離を伸ばすための筋力などを強化して
いきたい」と今後の目標を話してくれました。

石岡市から世界へ羽ばたけ !
市出身の倉持凪

な ぎ

さんが県ジュ
ニアオープンゴルフで優勝

▲現在、高校 3年生の倉持凪さん。市内の実家に帰省した際には、
自宅近くの焼き肉店によく行き、牛タンを注文するそうです。
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　地域貢献の一環として、一般社団法人 RENATUS
による学校遊具の塗装ボランティアが行われまし
た。学校でのボランティアは初めての試みとなる今
回の活動では、府中小学校のブランコやロケットジ
ムなどの塗り替えに取り組みました。塗装に使われ
たペンキや道具類は全て小野防水株式会社からの協
賛です。ボランティア参加者は「友達と毎日遊んで
いる遊具がきれいになり、登校した子ども達の喜ぶ
顔が楽しみです」とお話してくれました。

子ども達の明るい未来のために
一般社団法人 RENATUS
塗装ボランティアを実施

▲塗装終了後、一般社団法人 RENATUS 所属の 17人。

　工業団地設立 50周年の記念品として、柏原工業
団地運営協議会から福祉車両「ダイハツ タント ス
ローパー L」１台が寄附されました。
　４月 21日に開催された柏原工業団地運営協議会
設立 50周年記念式典において、青木隆

たかひと

人会長から
谷島市長へ目録などの贈呈があり、谷島市長からは
当協議会あてに表彰状が交付されました。当該福祉
車両は、施設利用者の利便性の向上のため、市特別
養護老人ホームのぞみで使用する予定です。

地域福祉への貢献
柏原工業団地運営協議会から
福祉車両が寄附

▲（写真左から）柏原工業団地運営協議会 青木隆人会長、谷島市長、
田所副市長、金井保健福祉部長

子どもたちの健やかな成長を願って
「むつみのわ」より児童センター
ヘ教材や体育用品が寄贈
　市民活動団体「むつみのわ」様より、児童センター
へ教材や体育用品など 計 94,176 円相当の品が寄
贈されました。
　「むつみのわ」は、児童センターと長きにわたり
連携し、児童の健全育成と福祉の増進に貢献され
た団体です。寄贈された品は大切に使わせていた
だいており、児童センターは教材や体育用品を使っ
て楽しそうに遊ぶ子どもたちの笑顔で溢れていま
した。

▲①②寄贈された教材や体育用品　③寄贈された体育用品で楽しそ
うに遊ぶ子どもたち

①①

②②

③③
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◆アンケート
Ｑ１　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Ｑ２　取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。
Ｑ３　お気に入りの場所やおすすめのお店を教えてください。
※いただいたご意見は紙面に掲載する場合があります。また、ご意見に
　は個別回答いたしませんのでご了承ください。
◆応募方法
①メール・二次元コードで応募
kouhou@city.ishioka.lg.jp
（タイトルは「6月号読者アンケート応募」とする）
②ハガキで応募
〒 315-8640　石岡市石岡一丁目 1番地 1
石岡市役所　秘書広聴課わがまち発信室　宛

日の丸ウイスキー（１名様）
日の丸ジン 蔵風土（１名様）　　　　　　　　 
だいだいエール２本（５名様）

（関連記事は P.21）
※回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引き換え券を発送します。

読者アンケート 「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を
明記の上、ご応募ください。

6/20
必着

今月のプレゼント今月のプレゼント

◀

※年齢・月齢は写真撮影時のものです。

もうすぐ 2歳になるけど産まれ
てからずっと暴れハンター！可愛
い恐竜です♡ 

（正上内）
森野絢

あやと
翔ちゃん （１歳 1か月）

笑顔が可愛いりく♡お散歩とドラ
イブが大好き！これからもすくす
く育ってね～！！ 

（石岡）
河原睦

りく
ちゃん（4か月）

＼わがやのアイドル大募集！／
お子さんの写真を広報紙に掲載してみませんか？
市内在住で、小学校入学前のお子さんを募集しています。
問秘書広聴課わがまち発信室　℡ 23-7275

元気もりもり、やんちゃな葵くん。 
葵の笑顔が世界一★ 

（南台）
原田葵

あおい

ちゃん（8か月）

環境にやさしい植物油インキを使用しています。 見やすいユニバーサルデザインフォントを使用しています。

人の動き【5/1現在】 人口増減の内訳

※カッコ内は前月比

男 性 35,585 人 （–36）
女 性 35,903 人 （–6）
計 71,482 人 （–42）

世帯数 31,804 世帯（＋24）

出 生 27人
死 亡 86人
転 入 262人
転 出         245 人

f
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebookt
ツ イ ッ タ ー

witter

Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube C
カ タ ロ グ

atalog P
ポ ケ ッ ト

ocket

L
ラ イ ン

INE

i
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram
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